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（200円）
クリーミーほうれん草ロールちゃんクリーミーほうれん草ロールちゃんクリーミーほうれん草ロールちゃん

（200円）

採れたてアスパラプチパン採れたてアスパラプチパン採れたてアスパラプチパン
（５個入り250円）

（５個入り300円）
花巻産いちごのプチパン花巻産いちごのプチパン花巻産いちごのプチパン

（200円）

花巻市野田335-2
☎0198-23-0758
営業時間：午前９時～午後４時30分
定 休 日：毎週水曜日・毎月第４火曜日

こんびりベーカリー ちゃい

コラボパンコラボパンコラボパン
ちゃい×ＪＡちゃい×ＪＡちゃい×ＪＡ

　今回の「パンコレクション2018inもりおか」
に合わせて共同開発したパンを紹介します。こ
れらのパンは、使用した食材の旬の時期のみ、
こんびりベーカリーちゃいで販売しています。

　今回の「パンコレクション2018inもりおか」
に合わせて共同開発したパンを紹介します。こ
れらのパンは、使用した食材の旬の時期のみ、
こんびりベーカリーちゃいで販売しています。

生地にもカレーにもアスパラガスがぎっ
しりと詰まっています。なんと生地には
30％も使用！アスパラガスの栄養が

しっかりと入っています。また、中身のカレーには花巻産稗カレー
を使っています。

生地にもカレーにもアスパラガスがぎっ
しりと詰まっています。なんと生地には
30％も使用！アスパラガスの栄養が

しっかりと入っています。また、中身のカレーには花巻産稗カレー
を使っています。

新鮮な花巻産ホウレンソウのほか、ソー
セージとコーンを手作りのホワイトソー
スであえた具材が入っています。パンの
表面には花巻市の地域キャラクター「フラワーロールちゃん」の
トレードマークであるロールをイメージした模様をホウレンソウ
であしらっています。

新鮮な花巻産ホウレンソウのほか、ソー
セージとコーンを手作りのホワイトソー
スであえた具材が入っています。パンの
表面には花巻市の地域キャラクター「フラワーロールちゃん」の
トレードマークであるロールをイメージした模様をホウレンソウ
であしらっています。

だぁすこの新鮮野菜を使用したベジパ
ンシリーズの新商品！生地の30％がア
スパラガスというアスパラガス盛りだく
さんのテーブルロールです。

だぁすこの新鮮野菜を使用したベジパ
ンシリーズの新商品！生地の30％がア
スパラガスというアスパラガス盛りだく
さんのテーブルロールです。

ベジパンシリーズの姉妹商品！花巻産い
ちごをジャムにして生地に練り込んでい
ます。ほんのり甘くてもっちり食感！お
やつにも食事にもおすすめです。

ベジパンシリーズの姉妹商品！花巻産い
ちごをジャムにして生地に練り込んでい
ます。ほんのり甘くてもっちり食感！お
やつにも食事にもおすすめです。

採れたてアスパラ稗カレーパン採れたてアスパラ稗カレーパン採れたてアスパラ稗カレーパン
（200円）

【店舗データ】社会福祉法人光林会が運営する焼き立てパンの店。店名は、農家のおやつという意味の方言「こんびり」とインドでお茶を意味する「ちゃい」から
由来し、「お茶をしながら食べたいと思うようなパンを作りたい」という思いが込められている。従業員はスタッフ８人と就労継続支援事業の利用者８人の計16
人。食パンやサンドイッチ、惣菜パンや菓子パンなど毎日約30種類のパンを焼き、販売している。平成２９年度の実績は、販売額2,200万円。

　
内
に
漂
う
パ
ン
の
心
地
よ
い

香
り
。
こ
ん
び
り
ベ
ー
カ

リ
ー
ち
ゃ
い
に
は
、
毎
日
朝
早
く

か
ら
作
ら
れ
る
焼
き
立
て
の
パ
ン

が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。

　

ち
ゃ
い
が
母
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス

だ
ぁ
す
こ
の
隣
に
開
設
し
た
の
は

平
成
14
年
の
事
だ
。
Ｊ
Ａ
が
福
祉

に
力
を
入
れ
て
い
た
事
や
、
小
麦

の
消
費
・
普
及
拡
大
を
進
め
よ
う

と
出
店
を
打
診
し
た
事
が
き
っ
か

け
。
現
在
注
目
さ
れ
て
い
る
農
福

連
携
が
約
15
年
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
県

産
小
麦
１
０
０
％
の
食
パ
ン
や
、

だ
ぁ
す
こ
で
販
売
し
て
い
る
旬
の

野
菜
を
使
用
し
た
パ
ン
な
ど
を
積

極
的
に
開
発
し
て
き
た
。

　

そ
ん
な
ち
ゃ
い
が
今
年
３
月
、

Ｊ
Ａ
の
広
域
合
併
10
周
年
を
記
念

し
て
新
商
品
の
共
同
開
発
に
取
り

組
み
始
め
た
。
だ
ぁ
す
こ
店
内
で

旬
の
野
菜
を
リ
サ
ー
チ
し
た
ほ

か
、
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
管
内
の
農
産

物
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
重
ね

た
。
４
月
に
は
試
作
を
開
始
。
ス

タ
ッ
フ
と
利
用
者
に
よ
る
内
部
の

会
議
も
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
。
よ

り
花
巻
を
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
―
。

こ
の
問
い
を
常
に
持
ち
続
け
、
食

材
・
味
・
見
た
目
を
何
度
も
見
直

し
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
。
こ
う
し

て
皆
の〝
協
同
〞に
よ
り
、
こ
だ
わ

り
が
詰
ま
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン

４
種
類
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
パ
ン
は
、
６
月
９
日

と
10
日
に
盛
岡
市
で
開
か
れ
た

「
パ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
８
」

に
出
品
。
開
店
直
後
か
ら
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
、
数
時
間
で
完

売
す
る
な
ど
人
気
を
博
し
た
。

　

パ
ン
開
発
を
担
当
し
た
高
橋
紀

子
課
長（
表
紙
写
真
１
列
目
左
か
ら
２
番

目
）は「
共
同
開
発
を
通
し
て
、
花

巻
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
楽
し

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
合

い
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た
パ
ン
を

開
発
し
て
花
巻
の
活
性
化
に
繋
げ

た
い
」と
意
欲
を
見
せ
る
。
多
く

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
農
福
連

携
。
ち
ゃ
い
と
Ｊ
Ａ
は
、
共
に
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
―
。

1.おすすめのパンを持ち、笑顔を見せるスタッフたち2.「パ
ンコレクション2018」の様子。両日共に多くの来場者で
賑わった3.共同開発したパンの発表会では、従業員とＪ
Ａ役職員の交流を深めた4.手作りで温もりのあるチラシ。
毎月作成し、来店者に配布している5.明るく清潔感のあ
る店内。食パンやサンドイッチなどが所狭しと並ぶ
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ＪＡが１つになるとき…

　平成23年3月11日に東北地方を襲った「東日本大震災」。このとき、私たちは“協同の力”を問わ
れました。誰もが今まで経験した事がない被害のなかＪＡは組合員に支援を呼び掛け、組合員組織
を中心にＪＡいわて花巻の力を結集。震災直後から現在まで、長きにわたって被災地に寄り添い、
支援を続けてきました。

　農家組合は、集落における組合員とその家族による自
主的な活動組織です。集落を基本に組合員を構成員とし
て、営農・生活両面の協同活動を展開し、農業振興や地
域コミュニティの活性化を担っています。農家組合の機
能には、営農面・生活面・ＪＡ運営面の３つがあります。

農
家
組
合
の
活
動
の
中
で
と
て
も
大
切
だ
と
感

じ
る
の
は
、
や
は
り
農
業
ま
つ
り
へ
の
参
画

で
す
。「
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
！
飯
炊
き
名
人
」や「
三

世
代
ふ
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
、
農
家
組
合
内
の
結
束
が
深
ま
る
ほ
か
、
各

地
域
の
農
家
組
合
が
１
カ
所
に
集
ま
る
こ
と
で
地
域

を
越
え
た
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
農
業
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
で
あ
り
、
多
く
の
人
が
来
場
し
ま
す
。
釜
飯

や
餅
の
振
る
舞
い
に
よ
り
地
域
住
民
と
触
れ
合
い
、

農
業
や
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
絶
好
の

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
は
な
ま
き
キ
ッ

ズ
農
業
塾
」
も
子
ど
も
た
ち
が
流
通
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
大
切
な
活
動
。
市
場
見
学
や
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
販
売
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
家
族

が
生
産
し
た
農
産
物
の
“
そ
の
先
”
を
勉
強
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
す
。

現
在
は
、
農
家
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
に
は
「
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
」の
精

神
の
も
と
、
介
護
施
設
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
農
家
を
支
え
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
併
せ

て
地
域
の
人
口
減
少
も
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
減

少
を
ど
う
食
い
止
め
て
ど
う
増
や
し
て
い
く
か
。
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
方
法
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

震災直後から、毎年お盆前に盟友
たちが現地に出向き、仮設住宅周り
や住宅跡地で草刈作業を実施。ま
た、津波で機械を流失したという
住民の声を聞き、新品の草刈機械
と薬剤散布機を寄贈しました。現
在は、盟友が栽培した農産物の販
売も行い、交流を深めています。

草刈り支援活動

沿岸部からの「食料が足りない」とい
う連絡により、ＪＡでは農家組合を
通じて白米の提供を呼び掛けまし
た。停電の影響で情報伝達が難し
いなか、組合員の相互扶助精神に
より最終的には46tもの量を収集。
精米する必要がない白米は、沿岸
部の皆さんから喜ばれました。

白米一升運動

震災直後から、部員たちは緊急支
援物資として毛布や衣類などの生
活必需品を募り、数多くの物資が集
まりました。部員たちが性別やサイ
ズなどによって仕分けたのち、沿岸
部に届けられました。また、現在も
継続して沿岸部の皆さんと交流を
深め、「絆づくり」に繋がっています。

「食と農」の大
切さをアピー
ルする事を目
的に、各地域
で毎年10月に
開催しています。ＪＡ本店で開催している
農業まつりでは、オリジナルの炊き込み
ご飯を昔ながらの羽釜で炊き上げる「ご
はんを食べよう！飯炊き名人」、組合員が
３世代で餅をつき、つきたてを来場者に
振る舞う「三世代ふれあい餅つき大会」、
組合員とその家族など有志による手踊り
や郷土芸能などを披露する「おらほの芸
能自慢ショー」などのイベントに参画しな
がら、ＪＡと一体となって協同活動を盛り
上げています。

髙橋  堅悦  会長
（花巻市下似内）

農業まつり
従来開催していた男子野球大会と女子バ
レーボール大会を一つにし、平成28年度
から「男女混合ソフトボール大会」を開催。
組合員とその家族の健康増進や各地域間
の親睦と交流を深める場になっています。

農家組合には、ＪＡとの事業連携における協同
活動のほか、自主的に取り組んでいる活動があ
ります。田植え後の慰労会にあたる「さなぶり」
や実りの秋を祝う「収穫祭」、視察研修や交流会
などを組合員とその家族を巻き込みながら行い、
心豊かに暮らせる地域づくりに貢献しています。

平成24年度から農家組合長を
務め、平成26年度には宮野目
地区農家組合協議会長、花巻
地域農家組合協議会長に就任。
平成30年度から全域の農家組
合協議会長を務める。

男女混合ソフトボール大会

地域ごとの活動

農家組合長の推薦により選出した小学５・
６年生が消費地である東京都に出向き、
市場の見学やファーマーズマーケットでの
販売などを体験。子どもたちに農産物の
流通や食と農への理解を深めてもらい、
次世代の担い手育成に励んでいます。

はなまきキッズ農業塾

支援物資の提供

東日本大震災復興支援活動

女性部青年部
農家
組合

地域の子どもたちに農業の大切さや農作物のおいしさ
を伝えようとカボチャを贈呈（大迫地区農家組合協議会）

Union is Power
～協同の力を未来へ～

農家組合

　ＪＡいわて花巻は、平成20年5月1日にＪＡいわて花巻、

ＪＡきたかみ、ＪＡ西和賀、ＪＡとおのの4ＪＡが広域合

併して以来、組合員をはじめ地域住民の皆様に支えられ

広域合併10周年を迎えました。この10 年間、ＪＡ運動

の礎である組合員組織と支店が核となり活発な協同活動

を展開。ともに力を合わせる事で“ 協同の力”を発揮し、

地域の彩りある農業振興と元気な地域づくりに取り組み

ながら、今日のＪＡを築き上げてきました。

　今月と来月の特集は、広域合併10周年記念特別企画。

第一弾の今回は、組合員組織のあゆみを振り返り主な活

動を紹介するとともに、各代表者の想いを紹介します。

平
成
20
年
５
月	⃝

	

新
生
「
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
」
発
足

平
成
21
年
３
月	⃝

	

女
性
部
設
立
総
会

平
成
22
年
４
月	⃝

	

青
年
部
設
立
総
会

	
⃝
	

農
家
組
合
協
議
会
統
合
総
会

平
成
26
年
２
月	⃝

	

女
性
部
・
青
年
部
合
同
沿
岸
地
域

	
	

支
援
活
動
「
長
靴
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
会
」

農
家
組
合
協
議
会

花巻地域
農家組合協議会

北上地域
農家組合協議会

西和賀地域
農家組合協議会

遠野地域
農家組合協議会

10地区
農家組合協議会

6地区
農家組合協議会

5地区
農家組合協議会

154
農家組合

82
農家組合

31
農家組合

100
農家組合
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　女性部は、ＪＡをよりどころとして食や農、くらしに関心
のある女性が集まって活動する組織です。食と農を守る活動
を軸に、食育や高齢者福祉、子育て支援やくらしの活動など、
幅広く活動を展開しています。また、家の光記事活用グルー
プや各支部のグループ活動も積極的に行っています。

　青年部は、ＪＡをよりどころとして地域農業の振興を図る農
業青年の集まりです。農業の担い手として農業振興を図るとと
もに、農業を通じて環境・文化・教育の活動を行い、地域に
根差した社会貢献に取り組んでいます。次代を開く青年の情熱
と協同の力で、常に新しいＪＡ運動を探求し実践しています。

私
は
女
性
部
に
加
入
し
、
講
習
会
に
参
加
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
「
食
の
安
全
」
に
関
心
を
持

ち
、知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。女
性
部
は
、

自
分
が
知
ら
な
か
っ
た
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

ほ
か
、
人
と
の
繋
が
り
を
広
め
ら
れ
る
の
が
大
き
な

魅
力
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
み
ん
な
で
共
有
し

な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
生
き
生
き
と
楽
し

く
、
地
域
と
の
繋
が
り
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｊ
Ａ
職
員
に
は
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
ほ

か
、
事
務
作
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
協
力

し
て
い
た
だ
き
助
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
今
以

上
に
組
合
員
組
織
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、

共
に
歩
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

近
頃
は
、
部
員
数
の
減
少
が
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
５
年
後
や
10
年
後
な
ど
長
い
目
で
見

て
部
員
数
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
生
き
生
き
と
活
動
し

て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
次
第
に

活
動
に
興
味
が
あ
る
人
、
参
加
す
る
人
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
に
成
果
は
出
な
い
と
思
い
ま
す

が
、継
続
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

農
業
ま
つ
り
や
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン
な
ど
に
参
画
し
な

が
ら
、
女
性
部
の
魅
力
や
活
動
を
発
信
し
て
い
き
た

い
で
す
。

広
域
合
併
後
、
各
地
域
の
特
性
や
活
動
を
共
有

し
、
良
い
部
分
を
お
互
い
に
吸
収
し
よ
う
と

盟
友
間
の
交
流
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。年
１
回
、

全
地
域
の
盟
友
が
１
カ
所
に
集
い
、
研
修
や
ポ
リ

シ
ー
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
行
う
学
習
会
の
開
催
や
農
業

ま
つ
り
へ
の
参
画
、
県
事
業
へ
の
参
加
な
ど
を
通
し

て
交
流
と
仲
間
づ
く
り
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在

は
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
盟
友
間
の
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
沿
岸
部
の
支
援
活
動
も
大
切
な
活
動
の

一
つ
。
震
災
直
後
か
ら
草
刈
作
業
や
盟
友
が

栽
培
し
た
農
産
物
の
販
売
な
ど
を
定
期
的
に
行
い
、

地
域
住
民
と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

青
年
部
へ
の
加
入
は
人
脈
が
増
え
る
き
っ
か
け

に
な
り
、人
生
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

困
っ
た
時
に
は
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
仲
間
が
い

て
、
と
て
も
心
強
い
で
す
。
Ｊ
Ａ
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
つ
な
ぎ
や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
製
作
に
協
力
い
た
だ
く

な
ど
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
行
事
の
際
に
は

Ｊ
Ａ
職
員
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
共
に

青
年
部
の
活
動
を
活
発
化
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

当
青
年
部
は
県
内
一
の
盟
友
数
を
誇
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
盟
友
間
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
未
加
入
の

農
業
青
年
へ
の
加
入
を
促
し
、
更
に
青
年
部
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

各支部では、特色ある活動を展開しています。地域住民を交えて行う
など、部員外を巻き込んだ活動は広がりつつあります。

各支部では、地域に根差した活動を展開。盟友それぞれが地域農業
を支えています。

1  地域住民を会員に加え、
「やってみたい」と思う活

動を展開。地場産のモモ
でジャム作りを楽しむメン
バー（花巻地域支部花巻
支部「びじゃっぷす」）

2  寒 さや 雪 を 有 効 活 用し
た加工技術で地域特産の

「凍み大根」を作っている
（西和賀地域支部加工研

究グループ）
3  「えごま煎餅」を製造。ＪＡ

バンクのＣＭにも取り上
げられた（とおのよつば地
域支部「じゅうねの会」）

1  農業のある地域づくりの大
切さをアピールする活動と
して、支部ごとに「立て看板
運動」に取り組む（写真は
北上地域青年部）

2  いわて花巻空港そばの多
目的広場の草を刈る盟友。
地域貢献活動の一環として
毎年実施している（花巻地
域青年部宮野目支部）

3  農作物の出来秋や無病息
災などを願いながら「花巻
まつり」に参加する盟友たち

（花巻地域青年部）

藤原  智子  部長
（花巻市太田）

髙橋  裕之  委員長
（西和賀町沢内）

支部活動 支部活動

ＪＡや家の光協会とともに、隔年
開催。女性部員のほか、組合員や
その家族、地域住民などが参加し
てＪＡ管内各地域の特産物を使っ
た料理を楽しみ、地産地消への理
解を深めて
います。

地域貢献と環境を守る活動の一環とし
て、各地域で実施。使用済みの農業用
プラスチックやビニールを回収して地域
農業に貢献しているほか、地域住民や
盟友相互の交流の場にもなっています。

嫁いできたことをきっかけに女
性部に加入。平成 25 年度から
太田支部長を務め、平成 27 年
度には花巻地域支部長に就任。
平成 29 年度から女性部長を務
める。

就農後、誘われた事をきっかけ
に青年部に加入。約 10 年前か
らＪＡ西和賀青年部委員長、広
域合併後は西和賀地域青年部
委員長を歴任し、平成 26 年度
から青年部委員長を務める。

家の光クッキングフェスタ 廃プラ回収

消 費 電 力の 削 減 に
繋げるとともに、女
性部の活動を広く一
般の方々に理解して
もらおうと実施。支
部ごとに、支店など
のＪＡ施設で花や野菜などの「みどりのカーテン」を栽培し、夏
の暑い日差しを遮っています。

農業の発展に向けた議論や
盟友相互の交流を目的に年
１回、学習会を開いていま
す。また、自分たちの政策
を記載し、課題解決のため
の方針を明記するポリシー
ブックを作成。青年部の考
えや想いを発信しています。

エコ活動 学習会＆ポリシーブックの作成

※平成 30 年2月末現在 ※平成 30 年2月末現在

女性部 青年部女

性

部

青

年

部

花巻
地域支部

北上
地域支部

西和賀
地域支部

とおのよつば
地域支部

13支部
1,502人

6支部
411人

6支部
141人

13支部
660人

花巻地域
青年部

北上地域
青年部

西和賀地域
青年部

遠野地域
青年部

10支部
262人

6支部
66人

41人

7支部
105人

Union is Power　～協同の力を未来へ～Special Issue特集
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女
性
部
宮
野
目
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
部
は
６

月
９
日
、
宮
野
目
支
店（
花
巻
市
東
宮
野
目
）

で
部
会
員
と
地
域
住
民
約
25
人
が
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
向

く
花
の
種
類
や
土
、
花
の
入
れ
方
な
ど
を
聞

き
、
自
分
好
み
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
し

た
。
講
師
や
参
加
者
同
士
で
作
っ
た
作
品
を

見
せ
あ
い
、
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。
女
性

部
員
か
ら
誘
わ
れ
姉
妹
で
参
加
し
た
岡
本
恵

子
さ
ん
は「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
い
る

の
で
勉
強
に
な
っ
た
。
交
流
し
な
が
ら
で
き

て
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
部
の
次
回
の
活
動
は
、
冬
に

子
ど
も
た
ち
も
簡
単
に
作
れ
る
バ
レ
ン
タ
イ

ン
料
理
教
室
を
行
う
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
20
日
と
21
日
の
２
日
間
、
組

合
員
の
つ
ど
い「
梅
沢
富
美
男
ふ
れ
あ
い
歌

謡
シ
ョ
ー
」を
花
巻
市
文
化
会
館
と
北
上
市

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
き

ま
し
た
。

　

広
域
合
併
10
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
開
き
、
各
会
場
共
に
昼
と
夜
の
２
回
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
花
巻
会
場
１
８
２
７
人
、

北
上
会
場
１
６
５
１
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

梅
沢
富
美
男
さ
ん
は
、
家
の
光
と
Ｊ
Ａ
貯

金
を
テ
ー
マ
に
し
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

芝
居「
家
の
光
」の
ほ
か
、
ヒ
ッ
ト
曲「
夢
芝

居
」や「
白
神
恋
唄
」な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

全
５
曲
を
披
露
。
公
演
の
後
半
に
は
、
女
形

と
し
て
美
し
い
舞
踊
を
披
露
し
、
来
場
者
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
や
Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て
は
６
月
１
日
、

「
牛
乳
の
日
」に
合
わ
せ
て
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
前
で

牛
乳
３
０
０
本
を
配
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
い
わ
て
の
元
気
は

い
わ
て
の
牛
乳
か
ら
」を
テ
ー
マ
に
、
通
勤

や
通
学
の
駅
利
用
者
に
牛
乳
の
効
能
な
ど

が
書
か
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
、

２
０
０
㎖
の
県
産
牛
乳
を「
牛
乳
月
間
で
す
」

「
牛
乳
を
飲
ん
で
高
校
総
体
に
備
え
ま
し
ょ

う
」と
声
を
か
け
配
布
し
ま
し
た
。
牛
乳
を

受
け
取
っ
た
小
瀬
川
晴
南
さ
ん（
17
）は「
今

日
が
牛
乳
の
日
だ
と
初
め
て
知
っ
た
。
牛
乳

を
飲
ん
で
今
日
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
試
合
に

備
え
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
水
沢
駅
や
一
ノ
関
駅
な

ど
、
県
内
３
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
支
店
で
、
組
合
員
と
そ
の
家
族
、
役
職

員
が
集
ま
り
交
流
を
深
め
る「
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ン
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
元
農
畜
産
物
の
振
る
舞
い
や
伝
統
芸
能

の
披
露
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
工
夫

を
凝
ら
し
た
内
容
で
、
各
支
店
が
夏
ま
つ
り

や
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
を
開
催
。
11
月
ま
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

６
月
23
日
に
は
、
全
支
店
の
ト
ッ
プ
を
切

り
西
和
賀
地
域
で
開
催
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
肉
を

焼
く
な
ど
し
て
約
１
１
０
人
の
組
合
員
た
ち

を
も
て
な
し
た
ほ
か
、
農
家
組
合
や
女
性
部

が
料
理
を
持
ち
寄
り
、
各
家
庭
の
味
を
楽
し

み
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
参
加
者
の

熱
唱
ぶ
り
に
会
場
が
盛
り
上
が
り
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
で
溢
れ
ま
し
た
。

　
（
株
）エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ン
は
５
月
31
日
、
同

社
前（
花
巻
市
大
迫
町
）で
２
０
１
７
年
産
の

白
ワ
イ
ン「
五
月
長
根
葡
萄
園
」の
出
発
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

社
員
や
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約
50

人
が
出
席
し
、
藤
館
昌
弘
代
表
取
締
役
社
長

は「
日
頃
か
ら
丁
寧
に
栽
培
し
て
い
る
農
家

さ
ん
の
お
か
げ
で
長
年
販
売
で
き
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
、
参

加
者
全
員
で
ワ
イ
ン
を
積
ん
だ
車
両
を
見
送

り
ま
し
た
。

　

ワ
イ
ン
は
、
同
町
で
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認

定
農
家
が
栽
培
し
た「
リ
ー
ス
リ
ン
グ
・
リ

オ
ン
」を
使
用
。
爽
や
か
な
香
り
で
、
キ
レ

の
あ
る
酸
味
と
果
実
味
の
あ
る
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
味
わ
い
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

花バスケットを学ぼう 　女性部宮野目支部フレッシュ部

芝居・歌・舞踊を楽しむ 　組合員のつどい「梅沢富美男ふれあい歌謡ショー」牛乳飲んで大きくなーれ 　花巻駅前で牛乳をＰＲ

支店に集い交流深める 　各支店で「ふれあいプラン」がスタート白ワイン冷やしてどうぞ 　「五月長根葡萄園」出発式

　

イ
タ
リ
ア
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ「
ラ
・
タ
ヴ
ェ

ル
ナ
」（
北
上
市
本
通
り
）は
毎
月
第
１
日
曜

日
、
地
元
農
家
と
県
産
の
野
菜
や
食
材
を

使
っ
た
料
理
を
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
提
供
す

る「
タ
ヴ
ェ
ル
ナ
収
穫
祭
」を
開
き
ま
す
。

　

収
穫
祭
は
一
昨
年
か
ら
開
催
し
、
今
年
度

か
ら
は
旬
の
野
菜
と
そ
の
調
理
方
法
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
毎
月
開
き
ま
す
。

初
回
の
６
月
３
日
は
、
13
農
家
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
や
ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
食

材
を
使
い
、
サ
ラ
ダ
や
ピ
ザ
、
パ
ス
タ
な
ど

約
40
品
が
並
び
ま
し
た
。
来
店
し
た
約
80
人

は
、
料
理
に
添
え
ら
れ
た
食
材
を
作
っ
た
農

家
名
を
見
な
が
ら
一
品
一
品
手
に
取
り
、
旬

の
地
元
食
材
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

同
市
の
農
家
で
あ
る
高
橋
賢
さ
ん
は「
北

上
市
を
食
文
化
豊
か
な
町
に
し
た
い
。
農
家

や
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け
で
な
く
、
お
客
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と

力
強
く
話
し
ま
し
た
。

旬の地元野菜や食材ズラリ
タヴェルナ収穫祭

	 ぽ	 ら	 ー	 の	 N	 E	 W	 S
地 域

の 話
題

花の特徴について、講師（左）の話を聞く参加者たち

女形として美しい舞踊を披露した梅沢富美男さん雨ニモマケズ、駅利用者に牛乳をＰＲ

カラオケ大会やさまざまな料理を楽しむ組合員たち出発式でテープカットをする関係者

地
元
の
旬
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
並
び
ま
し
た
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A G R I . N E T 農業と組 合員を結 ぶ 営農 情 報あぐりネット
E I N O U  I N F O R M A T I O N

●お問い合わせ／営農部生産資材課☎ 0198-22-6192または、最寄りのグリーンセンターまで

定休日 営業時間 お盆期間中の臨時営業時間
花 巻 7/18（水）・8/22（水）平日…8：30〜17：30／土・日・祝日…8：30〜17：00 13（月）・14（火）・15（水）…8：30〜17：00/16（木）…8：30〜15：00
石 鳥 谷 7/14（土）・8/11（土） 8：00〜17：30

16（木）…8：30〜15：00
大 迫 土・日・祝日 8：30〜17：00
東 和 7/21（土）・8/18（土） 8：30〜18：00

14（火）・15（水）…8：30〜17：00/16（木）…8：30〜15：00北 上 7/16（月）・8/26（日）平日…8：30〜18：00／土・日・祝日…8：30〜17：00
西 和 賀 7/16（月）・8/13（月）平日…8：30〜18：00／土・日・祝日…8：30〜17：00
遠 野 7/11（水）・8/15（水） 8：30〜18：00 14（火）・16（木）…8：30〜15：00

各グリーンセンター定休日
７・８月の定休日と営業時
間は次の通りです。ご確認
の上ご来店ください。
※�定休日と営業時間はそれぞ
れの店舗によって異なります
のでご確認ください。
※�右記のほかに、８月31日（金）
が第２四半期決算棚卸しの
ため全店舗休業します。

野菜の生産拡大・販売力強化を目指して「野菜対策会議」を開催

生産・消費拡大を目指し「花き販売戦略会議」を開催

　ＪＡでは、水田と園芸作物の複合経営による農業者
の所得増大・生産拡大を積極的に進めています。野菜
部会とＪＡは６月22日、北上市内のホテルで野菜販売
の強化を図るため「ＪＡ野菜販売対策会議」を開きま
した。
[参加者]
　生産者、ＪＡ、取引市場８社、行政など約65人
[協議内容]
　１. 平成30年度野菜生産販売方策について
　２. 野菜生育状況並びに出荷見通しについて
　３. �平成30年度全農岩手県本部園芸事業推進方

法について
　４. �ＪＡいわて花巻産野菜に対する要望、販売重

点取り組みについて
　５. 全体討議・意見交換
　上記の５項目を協議しました。中でも全体討議や意
見交換では、市場関係者と生産者が要望や意見を出

　花き生産を将来に渡って安定的に継続発展させるた
めに、花き部会とＪＡは６月７日、花巻市内のホテルで
重点取引先８社を招へいし、「花き販売戦略会議」を
開きました。生産者やＪＡ、取引市場、行政など約35人
が参加。右記の４項目についてさまざまな立場からの
提言や要望を協議しあい、活発な意見交換が行われ
ました。

[協議内容]
　1. �平成30年度全農岩手県本部花き生産販売対

策について
　2. 平成30年度花巻農協花き販売対策について
　3. 産地情勢
　4. 販売情勢

し合いました。また、生産・販売振興に向けた今後の
目標を全員で確認し、意識統一しました。

  ◉市場関係者の声
 ★ ＪＡいわて花巻の純情野菜を大手スーパーなどに
も増やしていきたい

 ★ 担当者との話し合いを増やしてコミュニケーション
不足を改善し、いい取引をしていきたい。

 ★ 地元の野菜を地元からもっと発信し、良い販売を
していきたい。

　肥育部会女性部は６
月７日、東京都の東京
食肉市場（株）で「第４
回花巻農協肥育部会女
性部枝肉研究会」を開
催しました。

　去勢、雌の黒毛和種合わせて24頭が出品。審
査の結果、上物率は91.6％、最優秀賞には北上市
の高橋郁子さんの出品牛（去勢、生体重852㎏、
枝肉重量549㎏）が選ばれました。重量に恵まれ光
沢に優れていることが評価されました。高橋さんは
「毎日世話をしていた牛が、高い評価をいただけて
嬉しい。努力が実った」と笑顔を見せました。
◆輝く！女性の力
　研究会は、北上地域肉牛部会女性部が平成６
年から開催。平成27年からは管内全域の肥育に携
わる女性を対象に開いています。技術の研さんと交
流を深めるとともに、女性の活躍の場を広げ畜産
業を活性化させる事を目的としています。

肥育部会女性部枝肉研究会
　西和賀地域の露地イチ
ゴは地域特有の涼しい気
候を生かし、全国各地の
出荷が終わる７月初めに
最盛期を迎えます。
　6月20日には、西和賀地
域営農センター農産物集出荷場（西和賀町沢内）
で目揃え会を開き、部会員や市場関係者など15人
が参加。大粒での集荷が高値取引されることか
ら、生産者は今後の栽培管理と出荷に向けて意識
統一をしました。
◆平成30年度の栽培
　販売面積：約65a
　販売目標：2,024万円
◆イチゴの栄養
　イチゴ100gには62mgものビタミンＣが豊富に含
まれています。このほかにも、成人病の予防などに
効果的なペクチン（食物繊維）や、抗酸化物質とし
て知られるポリフェノールの一種であるアントシア
ニンも含んでいます。

露地イチゴ大粒収穫目指す！

各品目で指導会・説明会を開催！意識統一を図る
◆小菊現地指導会
　５月31日に北上市内の４
カ所で開き、約40人が参加
しました。本格的な管理作
業に向けて、栽培方法や意
識を統一しました。
　同市和賀町岩崎で開いた指導会には、生産者やＪ
Ａ、県中央農業改良普及センターなど約20人が参加。
センター職員が今後の管理作業や病害虫防除につい
て説明し、晴天が続く時や畑が乾燥している時のかん
水や排水路の点検などを呼び掛けました。また、生産
者のほ場を見学し、生育状況を確認したほか情報交
換を行いました。

◆タマネギ収穫出荷説明会
　６月８日に宮野目支店
敷地内にある宮野目出荷場
（花巻市東宮野目）でＪＡ
が生産拡大を進めている
加工向け秋植えタマネギ
の収穫出荷説明会を開き、生産者やＪＡなど約35人が
参加しました。
　ＪＡ職員が現在の生育状況や今後の収穫作業、乾
燥調整などについて説明。収穫は必ず晴天時に行うこ
と、収穫後は雨があたらず通風の良い倉庫やビニール
ハウスなどにタマネギを広げ２週間から３週間程度陰
干しを行うことなどを呼び掛けました。

　JAいわて花巻は、リンドウ・小菊・トルコギ
キョウ・カンパニュラを中心とした多品目産地で
す。各地域花きの生産者組織は、生産・消費拡大
に向けて、規格・出荷体制づくりや鮮度保持など
に取り組んでいます。
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園 芸

園 芸

皆さんの意見を頂戴して
生産者が努力し、より多
くの販売に繋げたい。

野菜部会
福地孝市部会長

畜 産 園 芸

園 芸

平成30年度の栽培
作付面積：16.7ha
販 売 額：1億806万円

平成30年度の栽培
作付面積：18ha
販 売 額：3,800万円
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第１回目は５月29日
に料理研究家として
活躍する千葉星子さ
んを講師に招き、若
手部会の部会員と参
加者合わせて約20
人で「アスパラとしらすのレモンクリームパスタ」「アス
パラのピクルス」「スモークサーモンとアスパラのパイ
包み」「アスパラのしっとりバターケーキ」の４品を作
りました。参加者は千葉さんに調理のポイントを熱心
に聞きながら、協力して調理を行いました。調理後に
は作った料理を食べながら、参加者同士で情報交換や
千葉さんに他の野菜の調理の仕方などを聞くなどして
交流を楽しみました。

◆今後の予定
【第２回目】 ※キャンセル待ち
日時…７月25日(水)
講師…十良澤健二さん(steak&bistro小春日和オーナーシェフ)
旬の食材…ナス
【第３回目】 ※キャンセル待ち
日時…９月20日(木)
講師…千葉星子さん
旬の食材…二子さといも
【第４回目】
日時…１１月１４日(水)
講師…十良澤健二さん(steak&bistro小春日和オーナーシェフ)
旬の食材…西洋野菜
◆定員…各15名
◆料金…1,800円
◎お申込み・お問い合わせ
　北上産地直売所「あぜみち」 ☎0197-71-1338

ぽらーの
広場

ぽらーの広場は、読者の皆様との交流の場です。
皆様からテーマにちなんだお便りを募集し、
紹介しています。

今月のテーマ

来月のテーマ（９月号掲載）「お月見」応募締切／8月10日（金）消印有効

山派？海派？

テーマにちなんだエピソードを募集します。
皆さんはお月見をしますか？ また、お月見をする場合お団子は何団子を食べますか。
応募方法： �①テーマにちなんだお話②郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号③ペンネーム④ＪＡや広

報誌に関するご意見・ご感想を記入の上、はがきまたはメールにてご応募ください。
右記のQRコードからのご応募もできます。

※投稿頂いた中から内容を誌面に掲載させて頂きます。ペンネームが無い場合はイニシャルでの掲載になります。
●はがき：〒025-8504 花巻市野田 316-1　ＪＡいわて花巻組織広報課「ぽらーの広場」宛
●メール：polano@jahanamaki.or.jp ●当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

5名様にプレゼント！
プロ農夢花巻
「雑穀商品詰め合わせ」

やっぱり山でしょ！春は山菜、夏は森
林浴、秋はきのこ。近所や友人にお
福分けし、食べているときの笑顔が
たまりません。   （遠野市・山の男）

頂上に立ったときのパノラマをひとり
じめする登山は最高。手を伸ばせば
空や雲に手が届きそうな感じも好き
なので山派です。 （花巻市・みさき）

山登りが大好きです。自然の中で1
日歩くと、体の中から悪い気が出さ
れ、良い気で満たされていくのが実
感できます。 （北上市・ひろばあ）

子供の頃はどちらかというと海派でし
た。泳ぐのが苦手でしたが海のほう
が楽しかったですね。今はどっち派で
もないですが。 （花巻市・ざっしー）

山派です！離れて暮らす家族と登った
富士山からの御来光、虹が忘れられま
せん。山頂で食べたカップ麺は500円
の価値ありでした。 （北上市・UFO）

山派でも海派でもなく農派です！ま
だまだ現役！トラクターで農業をして
います。働くことが元気の源です。

（遠野市・遠野のじっちゃん）

JAいわて花巻
応募フォーム

https://www.jahanamaki.or.jp/entry/index.php

投稿を頂いた方の中から
抽選で、今月は

エーコープ商品
詰め合わせ

をプレゼント！

　岩手、青森、秋田の３県の青年部は６月19日、
岩手県で「北三県JA青年部合同研修会」を開きまし
た。北東北３県から盟友約90人が参加し、園芸品
目を中心に奥州市江刺の（株）菅野農園と横瀬集落
営農組合を視察するコースと、転作作物を中心に
花巻市の盛川農場と農事組合法人リアルを視察す
るコースに分かれ研修を行いました。
　花巻市内を巡るコースには、各県協議会役員や
JAいわて花巻青年部の盟友など約40人が参加。
米や小麦、大豆などを栽培する盛川農場ではトラ

クターやコンバ
インなどの大型
農機を中心に見
学しました。青
年部の新渕伸
彦副委員長が代

表を務める
農事組 合
法人リアル
では、春定
植タマネギ
のほ場や施
設、機械な
どを見学。
参加者は法
人の経営内容のほか、春定植タマネギの生産を始
めた理由や栽培のメリット、収量などを聞き、学び
ました。
　秋田県農業協同組合青年部協議会の佐川長範委
員長は「私が住んでいる地域と環境や農地面積など
のケースが似ていた。身近なこととして捉えられ、
イメージが湧いて参考になった」と話しました。

知識と交流を深める
北三県合同研修会を開催

新渕代表（右）から説明を聞きました

積極的に質問をする盟友たち

北上産地直売所あぜみち
旬の食材使い料理教室を開催！

がんばる

青年部
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　産直あぜみちの会若手部会は、ＪＡ北上地域調理研修施設「来夢」(北上市流通センター)で
旬の食材を使った料理教室を企画しました。



※「役員室より」はお休みです。
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　自動操舵補助システム生産メー
カー３社が集結し、農業機械に体験
試乗することができます。興味のある
方は、ぜひお申し込みください。
■日時
　７月31日(火)
　午前10時30分〜午後3時
■場所
　(農)農プロ上似内のほ場
　花巻市上似内第13地割194-1〜3、195-1〜6
■申込方法
　�花巻市農政課に設置している参加申
込書に必要事項を記入のうえ、7月
27日(金)までにお申し込みください。

●お申込み・お問い合わせ先
　花巻市農業振興対策本部事務局
　☎ 0198-23-1400
　FAX 0198-23-1403
　メール takuhiro2533@city.hanamaki.iwate.jp

（担当：花巻市農林部　上原）
　花巻市農政課では農業用ド
ローンによる農作業実演会も開
催します。
■日時
　7月23日(月)
　午後1時30分〜午後3時
　※�悪天候の場合は、予備日に延

期します。
7月26日(木)
午後1時30分〜午後3時

■実演内容
　�産業用マルチローター(農業用
ドローン)を利用したハトムギの
病害虫防除
■申込方法
　�上記「スマート農業体験試乗
会」と同様です。7月19日（木）ま
でにお申し込みください。

　BIJYAPUでは、地域の方々や子育
て中のお母さんなど誰でも集まって、
自分の時間を楽しむ「場所」を提供し
ます。趣味や挑戦したいことなど、皆
さんの「やってみたい」を形にしてみ
ませんか？ 出入りは自由です。
■開催日時・場所
　毎月第２土曜日・第４日曜日（原則）
　午前９時〜午前11時30分まで
　農協野田神社「洗心館」
　※参加費は、300円〜(目安)
　※幼児無料
　※�詳しい内容は、

JAのホームページを
ご覧ください

●お問い合わせ
　女性部びじゃっぷす事務局

☎080-1811-4522

　JAは、農業や農産物の魅力、JA事
業の紹介などを広く地域住民に伝え
るため、えふえむ花巻（株）で情報番組
「あいのうどjam」を放送中です。JA
職員とパーソナリティの掛け合いを
ぜひ、お聞きください。
■ラジオ局
　FMOne（78.7MHz）
■放送日時
　毎月第2・4木曜日
　午前7時36分から8分間
　（生放送番組・まんず787内）
■放送内容
　�旬の農産物紹介、産直情報、JA
の事業紹介、イベント情報など

●お問い合わせ
　企画部組織広報課

☎0198-29-4011

次
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年
度
決
算
監
査
「
改
善
を
要
す
る
事
項
」

の
回
答
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

平
成
30
年
度
個
別
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

平
成
29
年
度
連
結
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

平
成
30
年
度
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度
額
の
設

定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

信
用
事
業
方
法
書
（
金
融
機
関
等
の
業
務
代

理
）の
変
更
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　

�

業
務
委
託
契
約（
利
益
相
反
取
引
）の
承
認
に
つ

い
て

第
５
回
理
事
会　

開
催
日
：
６
月
27
日（
水
）

■
決
議
事
項

第
１
号
議
案　

�

平
成
29
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
決
定

に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

Ｊ
Ａ
広
域
合
併
10
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る
功

労
者
及
び
優
良
団
体
表
彰
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

リ
ー
ス
資
産（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）の
取
得
に
つ
い
て

次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
監
事
会　

開
催
日
：
６
月
５
日（
火
）

■
協
議
事
項

⑴　

平
成
30
年
度
個
別
監
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

⑵　

平
成
29
年
度
決
算
監
査
回
答
書
の
受
理
に
つ
い
て

⑶　

�

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
に
対
す
る
監
事
意

見
に
つ
い
て

⑷　

�

平
成
30
年
度
第
１
回
常
勤
理
事
と
監
事
と
の
定
期
的
会
合

に
つ
い
て

第
５
回
監
事
会　

開
催
日
：
６
月
27
日（
水
）

■
協
議
事
項
な
し

I n f o r m a t i o n

役 員 室 よ り

スマート農業体験試乗会 B
び じ ゃ っ ぷ
IJYAPUに

遊びに来ませんか？
情報番組「あいのうどjam」

ラジオ放送中

●
理
事
会
だ
よ
り

●
監
事
会
だ
よ
り

リニューアルオープン！リニューアルオープン！リニューアルオープン！
グリーンホーム落合

この度「グリーンホーム落合」落合の湯がリニューア
ルオープンします。皆さまのお越しを職員一同心よりお待ち
しております。

★オープン日…7月17日(火)　午前9時30分～
★一般入浴時間…午前9時30分～午後9時（入館午後8時30分まで）
 ※毎週月曜日は午後3時まで

★入 　  浴　 料…大人400円／小学生100円／小学生未満無料
★施設部屋利用…お一人様600円（5名様以上で要予約）
 ※午前9時～午後4時まで

お問い合わせ

グリーンホーム落合　☎0198─27─3390

2 0 18 . 7 2 0 18 . 7

ＪＡで
お申し込み頂くと

特徴
●７０項目以上の検査で自分の健康をチェック！病気の早期発見！
●脳ＭＲＩ・ＭＲＡ検査をはじめ、各種オプション検査を用意
●一日で総合的な検査が可能
●検査結果は一部を除き当日判明。結果にもとづき医師の指導、
 保健師・栄養士からの健康支援を受けることができる！

ＪＡの一日人間ドックのご案内ＪＡの一日人間ドックのご案内ＪＡの一日人間ドックのご案内
大切な家族、自分の将来の為に健康チェックを受けてみませんか？

福祉課 ☎0198-27-3890
北　上 ☎0197-71-1314
西和賀 ☎0197-85-3301
遠　野 ☎0198-62-2055

ＪＡか
らの

お知ら
せ

〈お問い合わせ・お申込み〉

通常 48,600円 42,120円 で受診できます！男性

42,660円女性

JA人間ドック助成金は、当
JA正・准組合員及びその家
族ならびに当JA長期共済契
約者の方が対象です。

〈検査料金〉

〈受診場所〉 JA岩手県厚生連人間ドックセンター（盛岡市）または県内センター（金ケ崎町）

豊かな自然の恵みをたっぷりと浴びた、みずみずしいブドウ「イーハブドリ」の全国発送の
受け付けを８月から開始します。大粒の果粒にコクのある甘味がいっぱい詰まった旬の味
覚を、大切な方へお届けしませんか？
商品記号 商品名 価　　格 発送時期容　　量

紅伊豆
（限定1,500ケース）

5,000円
（送料・消費税込）

5,000円
（送料・消費税込）

化粧箱
２㎏標準

化粧箱
２㎏標準

ロザリオビアンコ
（限定1,000ケース）

Ａ

B

９月上旬～

９月中旬～

●お問い合わせ　営農部園芸販売課 ☎0198-22-6217

※天候や生育の状況により、発送時期がずれる場合があります。あらかじめご了承ください。
※お客様からお預かりした個人情報は、ＪＡにおいて厳重に管理し、ご注文の発送および今後の商品情報の提供などに使用します。

◎受付期間：平成30年8月1日～31日まで　◎送付方法：日本郵便（クール便）

秋の味覚 「イーハブドリ」お届けします！
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ふ う し ゅ て ん け い

風趣点景
管 内 四 季 だ よ り �

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
暑
く
な
る

季
節
で
す
ね
。
も
と
も
と
肌

が
黒
い
私
は
、
毎
年
「
今
年
こ
そ

は
焼
け
な
い
よ
う
に
す
る
ぞ
」
と
意

気
込
ん
で
夏
を
迎
え
ま
す
。
し
か

し
、
野
外
の
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て

い
る
の
と
太
陽
に
好
か
れ
て
い
る

の
か
す
ぐ
に
吸
収
し
毎
年
、
焼
け

す
ぎ
て
真
っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
皆
さ
ん
は
お
出
か
け
や
農

作
業
を
す
る
際
に
は
日
焼
け
対
策

に
加
え
熱
中
症
対
策
と
し
て
水
分

補
給
と
塩
分
補
給
を
行
う
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
適
度
な

休
息
を
こ
こ
ろ
が
け
今
年
も
暑
さ

に
負
け
ず
元
気
に
夏
を
乗
り
き
り

ま
し
ょ
う
。	

﹇
木
村
﹈

半
年
が
過
ぎ
去
り
、
上
半
期
に

趣
味
で
撮
影
し
た
写
真
を
振

り
返
っ
て
み
た
。
め
が
ね
橋
と
星

空
、
展
勝
地
の
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

錦
秋
湖
に
打
ち
上
が
る
花
火
―
。

撮
っ
た
写
真
の
数
だ
け
、
琴
線
に

触
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
確
信
は

な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
ら
は
今
の
自

分
を
作
っ
て
き
た
一
部
だ
ろ
う
。
下

半
期
は
広
域
合
併
10
周
年
記
念
式

典
に
始
ま
り
、
農
家
組
合
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
、
農
業
ま
つ
り
と

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
だ
。
そ
の

分
、
時
間
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
ん
な
時
こ
そ
少
し
立
ち

止
ま
っ
て
、
心
に
触
れ
る
事
を
大

切
に
し
た
い
。
そ
れ
が
未
来
の
自

分
を
創
る
と
信
じ
て
―
。	

﹇
佐
藤
﹈

　

花
巻
市
石
鳥
谷
町
大
瀬
川

山
中
に
咲
く
カ
キ
ツ
バ
タ
群

落
。
新
聞
記
事
で
知
り
現
地

目
指
し
て
出
か
け
た
の
で
す

が
皆
目
場
所
が
分
か
ら
ず
、

近
く
の
施
設
で
聞
き
何
と
か

見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

道
端
の
畑
を
通
り
丘
の
下

を
見
下
ろ
す
と
、
い
き
な
り

カ
キ
ツ
バ
タ
群
落
が
出
現
し

ま
し
た
。

　

牧
草
地
に
す
る
た
め
埋
め

ら
れ
た
と
い
う
湿
地
帯
。
そ

こ
に
自
然
の
ま
ま
に
群
生
し

て
い
る
青
紫
の
花
々
。
伸
び

伸
び
と
自
由
を
謳
歌
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。 写真・文／高沢 翔（西和賀町沢内）

西和賀町をメーンに風景写真を撮っている写真家。
ホームページ「高沢翔写真館」 http://shou.eek.jp

「自然のままに」
花巻市石鳥谷町（大瀬川山中）
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